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26GHz帯及び40GHz帯の周波数再編の際の既存無線システムの移行先候補として、22GHz帯固定無線アクセス（FWA）シス
テムの高度化に向けた検討を推進することとされている。
現行の適応変調技術では、降雨時の伝送速度低下を許容できるシステムには適合するが、一方で、天候によらず安定した伝送速
度が必要なシステムには不向きとなる。
このため、22GHz帯FWAシステムの高度化に求められる安定した大容量伝送の実現や双方向を同一周波数にて伝送することにより
周波数利用効率の向上を図ることを目的として、「業務用陸上無線通信の高度化等に関する技術的条件（※）」のうち「22GHz
帯FWAシステムの高度化に関する技術的条件」の検討を開始する。 ※情報通信審議会諮問第2033号（平成25年５月17日）

■ 検討の背景
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■ 主な検討項目

■ 検討スケジュール（案）

① 22GHz帯FWAシステムの高度化に求められる要件
② 既存無線システムとの共用検討

③ 22GHz帯FWAシステムの高度化に関する技術的条件

FWAの利用イメージ

第３回



検討体制について（案） 3
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4（参考） 22GHz帯FWAシステムの高度化に求められる主な要件

現在雨や霧による影響を受けやすい準ミリ波（22GHz帯）の周波数帯を用いる際に、回線品質の維持のため伝搬環境に応じて最
大伝送速度を変化させる適応変調技術を用いている。FWA高度化においては、適切な装置規模で高い通信品質を実現するため、
降雨減衰時に帯域幅を広げ通信路容量を一定に維持する必要がある。

■ 降雨減衰補償による安定した高速通信の実現

■ TDD方式の採用と周波数有効利用のためのチャネル配置
移動通信システムにおいては送受非対称の伝送速度によるTDD方式が主流となっていることから、22GHz帯FWA高度化の際は、次
世代の移動通信システムと適合するTDD方式を採用する。チャネル配置については、周波数有効利用のため、現行のFDDより利用効
率の高いTDDチャネル配置を検討する。

現行FDDより利用効率の高いチャネル配置イメージ送受非対称TDDシステムに適したFWA


